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②細かくなった土を透明のコップに入れ並べる（写真 5 , 6 ）。
（3） 5 月28日：絵の具づくり、描画体験
①水や洗濯のりをと一緒に混ぜ、土の絵の具をつくる。
②できた土の絵の具を水の量や洗濯糊の量を調節しながら描画体験する（写真 7 , 8 , 9 ）。
写真 1 ．手づくりのスコップ 写真 2 ．グループで土集め 写真 3 ．土を乾燥させる
































写真 8 ．描き比べてみる写真 7 ．水と糊、土の割合を考える 写真 9 ．色の違いを意識した表現
写真10．色の違いでならべる活動
6を意識しやすくなったといえる。それらを並べることで土
の多様な色の違いに気づくための活動となり、自らの感覚
を通して並べ替えるこうした活動は色彩学習への意識を高
めることにつながるだろう（写真11）。
（3） リフレクションツールとしてのスケッチブックと 
「まなびほぐし」
自分の身体を通して土に触れ色の違いに気づいたり、水
で溶いたり、好きな固さを混ぜながら見つけたり、色の変化の様子を楽しんだりという土との
出会いによる経験はこれまで学生が行ってきた予定調和的な学びとは異なる、自らの身体を通
した気づきと遊びの要素を取り入れた「まなびほぐし」としての学びである。その時々の学び
は活動内容や感じたこと、気づいたことという形で画像
と文章でスケッチブックに記録する（写真12, 13）。その
記録をもとに改めて活動を振り返ることで自身のそのと
きには気づかなかった点に意味づけを行い、さらに深い
自身の「学び」へと展開していく。
このことはこの活動全体を通した学生Ｃの「自分の
取ってきた砂でこんな風に絵を描いたり、字を書いたり
するのは初めてのことだったので不思議な感覚で楽し
かった。水の量や土の量で色はまったく違うものになり、
描いている感覚も異なるということを改めて知ることが
できた。」の感想や学生Ｂ「土を集め終わり、それを並
べてみると本当に様々な色や形、大きさがあり、普段生
活しているとそういったことには気づいていなかった。
様々なことを意識して見るということが必要になってく
ると思った。そうすることで今まで見えなかったことが
沢山みえてくると思い、様々なことに気付くと思ったか
らである。もっと色んなところの土を集めてみたいと
思った。楽しかった。」という意見からも今回の学びが
これまでの学びのスタイルとは異なっていることをうか
がわせる内容となっている。
また乾いた絵の具が土の成分でキラキラ輝く箇所があ
ることに気づく学生や絵の具の色をアイスクリームの色
に見立てて表現したものや自分が作った絵の具のみなら
ず、他の人の絵の具を集めたいという気持ちになり、お
互いの絵の具を交換し合い、描き比べを行ったり、ドー
ナツに見立てて「土の絵の具集め」という遊びに発展し
たりする様子もみられた（写真14）。
写真11．色の違いによる環
写真13．スケッチブックの振り返り 2
写真12．スケッチブックの振り返り 1
写真14．色集めと表現の見立て
自然体験とアートにおける学びに関する一考察
─「土」を用いた絵の具づくりの実践事例を通して─
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Ⅳ．まとめと今後の課題
本稿では保育者養成における①身近な自然に目を向ける感性を育てること、②既成の知識を
教員から「教わる」という学び方を解体し、ものや他者との関係性による遊びの感覚とともに
組みなおす「まなびほぐし」を視座に自然素材とのかかわりとアートにおける学びの可能性に
ついて考察してきた。
いつも見慣れている自然をいつもと違った目線で見ると今まで気づかなかった姿を発見でき
るということがある。今回の活動では個の活動としてではなく、グループで活動することを通
して自分ひとりでは見つからない気づきが他者とのかかわりを通して見ることができた。また
土の採取のための道具づくりを自ら行うことで「土を集める」という行為をしたいという、動
機付けにもつながったことが伺えた。またスケッチブックによる振り返りは学びの深い気づき
や可視化に役立ち、リフレクションツールとしての有効性も明らかとなった。土集めや粉末状
にするプロセスを通して、自然界にある色と形には同じものは一つもないということや触った
感じ（テクスチャー）もざらざらやつるつる、温かい感じから冷たい感じと様々であることを
感じ取ることができた。このような自然の多様性との出会いは多様な感じ方を我々に与え、そ
の豊かさが今後の表現を豊かにしていくのではないだろうか。またこれまで学生が行ってきた
学習とは異なる遊びの要素を取り入れた「まなびほぐし」としての学びは、自分の身体を通し
て土に触れ色の違いに気づいたり、水で溶いたり、好きな固さを混ぜながら見つけたり、色の
変化の様子を楽しんだりと土との出会いによる多様な経験を通して得られるものであることが
明らかとなった。
今後の課題としては、限られた場所だけでなく、様々な別の場所における土集めを行い、色
比べを行うなど色彩教育として土を教材化する可能性を探ることや土に限らず植物など他の
様々な自然素材との対話を促す教材開発の視点と実践の検討をすることである。
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